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や
ま
な
し
の

　
　
　
無
形
民
俗
文
化
財

令
和
元
年
度
　
山
梨
学
講
座
　
や
ま
な
し
地
域
探
訪

■
会
場
：
山
梨
県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
交
流
室

　
　
　
　

な
ら
び
に
各
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場

■
対
象
・
定
員
：
一
般
県
民　

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
会
場
各
回
70
名

　
　
　
　

各
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
各
回
50
名

■
受
講
料
：
無
料

■
申
込
み
：
電
話
・Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
・Ｈ
Ｐ
に
て

　
　
　
　
　

お
申
込
み
く
だ
さ
い
（
要
事
前
申
込
）

　
　
　
　
　
受
講
さ
れ
る
会
場
も
お
申
し
出
く
だ
さ
い

※

サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
で
は
、
講
座
開
催
日
前
日
午
後

　
３
時
ま
で
に
お
ひ
と
り
も
お
申
し
込
み
が
無
か
っ
た

　

場
合
、
開
催
を
中
止
さ
せ
て
い
た
だ

　

き
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　「
無
形
民
俗
文
化
財
」

と
は
、
人
々
が
日
常
生
活

の
中
で
生
み
出
し
継
承
し

て
き
た
衣
食
住
、
生
業
、

信
仰
、
年
中
行
事
な
ど
に

関
す
る
風
俗
慣
習
、
民
俗

芸
能
、
民
俗
技
術
な
ど
の

こ
と
を
指
し
ま
す
。

　

県
内
に
は
、
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
も
の
の
ほ
か
、
非
常
に

興
味
深
い
無
形
民
俗
文
化

財
が
数
多
く
存
在
し
、
今

も
脈
々
と
継
承
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
本
講
座
で
は
、「
形
な
き

山
梨
の
宝
」
に
ス
ポ
ッ
ト

を
あ
て
、
そ
の
内
容
や
歴

史
に
つ
い
て
学
ん
で
い
き

ま
す
。

甲
州
市
勝
沼
町
柏
尾
の
大
善
寺
を
祭
場
に
、
甲
府
盆
地
東
部
の
春
祭
の
締
め
に
行
わ
れ

る
の
が
「
柏
尾
の
藤
切
祭
」
で
す
。
山
梨
県
を
代
表
す
る
修
験
系
の
祭
礼
で
あ
り
、
例
年

五
月
八
日
（
旧
暦
四
月
十
四
日
）
に
催
行
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
一
方
、
現
在
で
は
行
わ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
同
様
の
祭
礼
が
甲
府
市
右
左
口
町
七
覚
に
お
い
て
も
「
七
覚
御
幸
」

と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

二
つ
の
祭
礼
を
通
じ
て
山
の
信
仰
に
基
づ
く
祭
り
行
事
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
第
１
回
「
修
験
の
祭
り
行
事―

柏
尾
の
藤
切
祭
と
七
覚
御
幸―

」

令
和
２
年
１
月
15
日
（
水
）
14
時
〜
15
時
30
分

講
師
：
堀
内　

眞　

氏
（
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
学
芸
員
）

「
河
口
の
稚
児
の
舞
」
が
伝
承
す
る
富
士
河
口
湖
町
河
口
地
区
は
、
鎌
倉
街
道
か
ら
御
坂

峠
を
越
え
、
富
士
参
詣
す
る
甲
府
盆
地
以
西
・
以
北
の
道
者
た
ち
を
受
け
入
れ
る
御
師

が
宿
坊
を
連
ね
る
集
落
で
し
た
。
富
士
登
拝
に
際
し
て
奉
納
さ
れ
た
「
大
々
神
楽
」
が

原
形
で
あ
り
、
富
士
信
仰
に
関
連
す
る
芸
能
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

伝
承
地
の
歴
史
と
、
舞
の
特
徴
や
変
遷
を
解
説
し
ま
す
。

　
　
　
　
第
３
回
「
富
士
信
仰
の
民
俗
芸
能―

河
口
の
稚
児
の
舞―
」

令
和
２
年
２
月
５
日
（
水
）
14
時
〜
15
時
30
分

講
師
：
杉
本　

悠
樹　

氏
（
富
士
河
口
湖
町
教
育
委
員
会
学
芸
員
）

甲
府
市
小
瀬
町
に
伝
承
さ
れ
る
「
天
津
司
の
舞
」
は
、
甲
府
盆
地
に
春
を
告
げ
る
祭
り

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
民
俗
芸
能
は
、
日
本
最
古
の
人
形
芝
居
と
し
て
国
指

定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
大
変
貴
重
な
も
の
で
す
。

天
津
司
の
舞
の
特
徴
や
、
歴
史
と
祭
り
の
移
り
変
わ
り
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
保
存
継

承
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
第
２
回
「
天
津
司
の
舞
」

令
和
２
年
１
月
22
日
（
水
）
14
時
〜
15
時
30
分

講
師
：
丸
尾　

依
子　

氏
（
山
梨
県
立
博
物
館
学
芸
員
）

富
士
山
の
山
仕
舞
に
照
準
を
合
わ
せ
て
、
富
士
吉
田
市
の
北
口
本
宮
冨
士
浅
間
神
社
と

上
吉
田
地
内
で
行
わ
れ
る
の
が
「
吉
田
の
火
祭
」
で
す
。
同
市
下
吉
田
の
小
室
浅
間
神
社

と
馬
場
で
催
行
さ
れ
る
祭
り
行
事
が
「
下
吉
田
の
流
鏑
馬
祭
」
で
す
。

富
士
山
の
信
仰
に
ち
な
ん
だ
祭
り
に
つ
い
て
み
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
第
４
回
「
富
士
信
仰
の
祭
り
行
事―

吉
田
の
火
祭
と
下
吉
田
の
流
鏑
馬
祭―

」

令
和
２
年
２
月
12
日
（
水
）
14
時
〜
15
時
30
分

講
師
：
堀
内　

眞　

氏
（
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
学
芸
員
）

サテライト会場
 1/15

（水）

 1/22

（水）

 2/5

（水）

 2/12

（水）

北巨摩合同庁舎（韮崎市） × ○ × ×

南巨摩合同庁舎（富士川町） ○ ○ ○ ○

東山梨合同庁舎（甲州市） ○ × × ×

富士河口湖町中央公民館（富士河口湖町）

サテライト会場
 1/22

（水）

1/29

（水）

 2/12

（水）

 2/26

（水）

上野原市文化ホール（上野原市） ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

※上野原市文化ホール（上野原市）は、別日程となります。


